
教 科 名 情報処理 I (Information processing I)
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 物質環境工学科  履修 1 単位 必修 2 時間/週 30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 寿 雅史 （内線 6466，E-mail: kotobuki） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

ワープロソフトや表計算ソフトの基本ソフトの最履修、化学構造式描画ソフトの習得、プレゼンテーションソフ

トの習得を行い、さらに方程式解法ソフトにより技術計算のコンピューター処理について学習することで、物

質工学科生の情報リテラシー能力の向上を目指し、情報処理の基礎技術を活用できる技術者を育成する。

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 高橋・松永・若林・黒田共著「入門リテラシー」(コロナ社) 

補助教材等 プリント 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 20  80     100 

知識の基本的な理解 10  40     50 

思考・推論・創造への適用力 10  40     50 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

自らが学び、実習することにより技術習得を目指すという授業形態をとるので、積極的に課題を処理していく

態度を期待する。 

 

 

 

◎本講義では授業中の居眠り，携帯電話の使用について 3 点/回の減点を行うので，十分に注意せよ． 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 1. ガイダンス 
科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 
 

2 2. パソコンの構成と周辺機器 パソコンや周辺機器について説明できる  

3 3. 図形等の入った課題文書作成 パンフのような表や図形入り文章が作成できる  

4 4. 表計算の基本ツール 基本ツールにより表計算や表作成ができる  

5 5. 表計算によるグラフ作成の課題実習 表データから種々のグラフ作成ができる  

6 6. 化学構造式描画の課題実習 化学構造式の描画の基本が説明できる  

7 7. 有機化合物の描画課題実習 化合物の構造式を適切に描画できる  

8 中間試験  

9 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

10 9. プレゼンテーションソフトの課題実習 プレゼンテーションソフトの基本が説明できる  

11 

11. プレゼンの課題実習 
課題をインターネットで調査し、プレゼンの配付資料とし

て作成でき、スライドショーで発表できる 

 

12  

13  

14  

 期末試験  

15 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 無機化学（Inorganic Chemistry） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 物質環境工学科 
物質環境 

工学 
 2 単位 必修 

通年 

2 時間/週 
６０時間

担 当 教 員 【常勤】 小林淳哉   （内線，6468 E-mail: kobayasi  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

原子の構造や結合状態など物質の本質を理解する根幹となり、近年の材料開発の発展を無機化学分

野から支える科目である。 

このため、物質を構成する基本単位である様々な元素の性質を理解し、各元素が持つ特異な性質が

原子核を取りまく電子の様々な振る舞いによることを周期表と関連付けて説明できること、 元素の組み

合わせからなる様々な無機元素および化合物の構造、結合状態、性質、反応性について説明すること

ができること、 基本的な無機材料に関して用途、構造、合成反応等を理解しており、「化学が関係する

様々な課題に対して無機化学の関連の基礎知識を適用（応用）してこれを解決していける（LV３）」よう

になるのが到達レベルである。 

学校教育目標 Ｂ 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 高専の化学(森北出版) 

補助教材等 
  

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 60 20    10 10 100 

知識の基本的な理解 50 20      70 

思考・推論・創造への適用力 10       10 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)      10 10 20 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

ポートフォリオとは、「自分が備えた無機化学の知識の理解を他の人にも説明する」ためのものです。 

たとえば、会社の面接で「私は無機化学の知識をここまで理解し△△に活用できるから、○○社にふさ

わしい人材だと自己評価できます」など相手を納得させられるものにすることも重要です。このためにこ

の学校で蓄積されていく知識をまとめるものです。作成にあたっては、自分の知識を他の人が見ても納

得してくれるような証拠をつけることも大切です。このための事前調査やその取りまとめ、自学の整理な

どを行うことも必要です。このため、ポートフォリオでは「技術者として将来にわたって学習することの意

義の理解」や、「自身のなりたい姿へのデザイン（キャリアデザイン）を考えることができる態度志向性の

能力」として評価します。自学の成果もまた、主体性と自己管理能力として評価します。 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス(0.5h) 

1.酸化と還元(1.5h コア) 

科目の位置づけを理解し、この科目における目標を把握

し、継続的に努力していくことの必要性を理解する。 

・酸化と還元の定義を理解し、反応式から還元剤と酸化

剤を示し、滴定反応により物質量を計算できる。 

 

2 

3 2.イオン化傾向と電池（４時間コア） ・代表的な金属のイオン化傾向を暗記し、溶液からの金

属の析出や溶液への溶解について理解している。 

・ボルタの電池、ダニエル電池など一次電池、鉛蓄電池

などの二次電池での反応メカニズムを説明できる。 

 
4 

5 3.電気分解（6 時間 コア） ・電気分解における反応生成物を示し、ファラデーの法則

からその生成量を計算できる。 

・イオン化傾向や電気分解が実社会におけるリサイクル社

会の構築に重要であることを説明できる。 

 6 

7 

8 前期中間試験  

9 4.化学反応と熱（6時間） 

 

・各種反応熱の定義を理解して熱化学方程式をたてるこ

とができ、反応熱の算出ができる。 

・物質の結合エネルギーや解離エネルギーから、反応に

伴う熱量が計算できる。 

 10 

11 

12 5.化学平衡（6 時間 コア） 

(1)化学平衡と平衡定数 

(2)溶解平衡 

・反応速度や平衡定数の計算ができる。 

・溶解度積から沈殿の生成条件について理解している。 

・平衡移動の法則について理解して、実社会における化

学反応に対して知識を適用できる。 

 13 

14 

 前期期末試験  

15 6.原子の構造と化学結合（16 時間コア） 

(1)原子の構造と電子軌道 

(2)電子配置 

(3)周期律と周期表 

(4)化学結合 

(5)結晶構造 

・電子殻・電子軌道・量子数・パウリの排他律原理につい

て理解している 

・価電子について理解し、希ガス構造・イオンの生成につ

いて説明できる 

・周期律と、典型元素・遷移元素の特徴を理解している 

・イオン結合･共有結合・配位結合について理解している 

・結晶格子の原子やイオンの充填率・密度等の計算がで

きる 

 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 後期中間試験  

24 7.無機物質の性質（6 時間 コア） 

(1)非金属元素の性質 

(2)金属元素の性質 

・代表的な非金属元素とその化合物の性質について理解

している 

・代表的な金属元素とその化合物について理解している 

・持続可能な社会の構築に向けた金属のリサイクルの状

況を説明できる。 

 25 

26 

27 8.錯体の化学（6 時間 コア） 錯体化学の用語や、代表的な錯体の性質を理解している 

 28 

29 

 学年末試験  

30 試験答案返却・解説・ポートフォリオ作成 間違えた点を理解でき、学習成果を自己評価できる 
 

総 講 義 時 間 数 ６０時間

 



教 科 名 分析化学 （Analytical Chemistry） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 物質環境工学科 
物質環境 

コース 
履修 2 単位 必修 

通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】  鹿野 弘二 （内線 6461，E-mail: shikano）   

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

化学物質がどのような元素や化合物から構成されるかを知る目的で，物質の分析技術と機器の使用法を

学ぶとともに，それらの原理を理解するための基礎知識を得ることができる． 

 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 富田 功･長島弘三 著「分析化学」（裳華房） 

補助教材等 
プリント（演習問題，他） 

渋谷康彦他共著「新版分析化学演習」（三共出版）  

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 40  10     40 

思考・推論・創造への適用力 40       40 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   10     10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・実験を通じて実用的な分析技術を習得することが重要であるため，授業は第 2 学年の「物質工学実験Ｉ」と密接な関連をもって

なされる． 

・毎回，配布したプリントをもとに講義を実施する．プリントには重要な事項は空欄としているので授業中は集中することが重

要である． 

・講義内容に関連したレポート（課題）を課すが，提出期限を遵守するなどの点を態度指向性（主体性と自己管理）として一部

評価する． 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス（分析化学とは） 分析化学の概要を理解できる．  

2 定性分析 (1)無機陽イオンの定性分析 陽イオンの定性分析法について説明できる．  

3 定性分析 (2)無機陰イオンの定性分析 陰イオンの定性分析法について説明できる．  

4  

溶液の濃度計算(4.0h，コア) 

 

分析化学に必要な基本的濃度計算ができる．  
5 

6  

電解質溶液の理論(4.0h，コア) 

 

電解質について理論的に説明できる．  
7 

8 前期中間試験  

9 ・答案返却・解答説明（1.0h） 

・容量分析（7.0h，コア） 

   (1)中和滴定 

 (2)沈殿滴定 

   (3)酸化還元滴定 

(4)キレート滴定 

・間違った問題の正答を求めることができる． 

・中和滴定法，沈殿滴定法，，酸化還元滴定法, キレート

滴定法に関する説明と計算ができる． 
 

10 

11 

12 

13 溶液の機器分析（4.0h，コア） 

  (1)光電光度法,原子吸光法 

  (2)試料の分離 

光電光度法，原子吸光法,溶媒抽出法，イオン交換法の

原理的な説明ができる  
14 

 前期期末試験  

15 
試験答案返却・解答解説 試験問題の解説を通じて，自分の間違った箇所を理解で

きる． 
 

16 溶解度と溶解度積(8.0h，コア) 

(1)水の特性と溶解度 

(2)溶解度積の理論計算 

 (3)水酸化物の溶解度 

 

・水の特性と溶解度について説明できる． 

・溶解度積に関する理論計算ができる． 

・水酸化物の溶解度に関する説明と計算ができる． 

 

 
17 

18 

19 

20 酸と塩基の理論(4.0h，コア) 

 (1)強酸と強塩基 

(2)弱酸と弱塩基 

 

強酸と強塩基および弱酸と弱塩基に関する説明と計算が

できる． 

 
21 

22 金属水酸化物の理論 金属水酸化物に関する理論的説明と計算ができる．  

23 後期中間試験  

24 ・試験答案返却・解答解説(1.0h) 

・固体試料の分析(7.0h，コア) 

(1)Ｘ線分析 

  (2)蛍光Ｘ線分析 

(3)電子線分析（ＥＰＭＡ） 

・間違った問題の正答を求めることができる． 

・Ｘ線分析法，蛍光Ｘ線分析法および電子線分析法の原

理と特徴が説明できる． 

  
25 

26 

27 

28  

分析化学の応用(4.0h) 

 

各種分析法の実際的な応用方法が説明できる．  
29 

 学年末試験  

30 
試験答案返却・解答解説 試験問題の解説を通じて，自分の間違った箇所を理解で

きる． 
 

総 講 義 時 間 数 時間 



 



教 科 名 物質工学実験Ⅰ：無機分析実験 （Laboratory of Inorganic & Analytical Chemistry） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 物質環境工学科 
物質環境 

コース 
履修 2 単位 必修 

前期 

4 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 
【常勤】 鹿野 弘二（内線 6461，E-mail:shikano） ，松永 智子（6463，matunaga） 

【非常勤】 大森 幸子  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

無機元素の分析技術の基礎を身につける．後半の応用実験では，機器を用いた測定を行うことにより，分

析機器の操作に関する基礎知識を得る． 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 富田 功･長島弘三 著「分析化学」（裳華房） 

補助教材等 

プリント（実験指導書），実験を安全に行うために（科学同人）， 

新実験化学講座・分析化学（丸善），定性分析化学（シャルロー著，共立全書） 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   70  30   100 

知識の基本的な理解   30  10   40 

思考・推論・創造への適用力   30  10   40 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
  10  10   20 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・無機分析実験は，すべての化学実験の基礎である．無機元素分析の技術を身につけるとともに，無機化合物の化学的性質

を理解することも期待する．後半の応用実験では，2～3 名の班にわかれて実験を行う．各自がチームの一員としての役割と責

任を理解して自主的に行動してほしい． 

・実験テーマの理解を深める為に，レポートは実験前（実験方法と関連事項の調査を主とする）と実験後（実際に自分の行った

操作手順と結果・考察）の 2 種類を自筆で書くことを原則としている．尚，未提出のレポートがある場合は不合格となるので注意

すること． 

・実験実技は毎回の実験状況を実験器具の取り扱い，予想外の結果に対する対処，実験への取り組みの観点から評価しま

す． 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
陽イオンの定性分析についてのガイダンス

（コア） 

主な陽イオンの性質を理解し，水溶液中での簡単な化学

反応式を導くことができる． 
 

2 
陰イオンの定性分析についてのガイダンス

（コア） 

主な陰イオンの性質を理解し，水溶液中での簡単な化学

反応式を導くことができる． 
 

3 第 1～3 属の各陽イオンについての定性反応

・与えられた実験器具を適切に使用できる．また予想した

反応と実験結果を比較することができる． 

・与えられた混合試料中の陽イオンが検出できる． 

 

 

4 第 1～3 属陽イオンの分離・確定  

5 第 4～6 属の各陽イオンについての定性反応  

6 陰イオンの定性反応 
与えられた実験器具を適切に使用できる．また予想した

反応と実験結果を比較することができる． 
 

7 滴定についてのガイダンス（コア） 
滴定による容量分析法が理解できる．実験結果から濃度

を求めることができる． 
 

8 中間試験  

9 酸化還元滴定（コア） 
滴定用ガラス器具が適切に使用できる．酸化還元反応を

理解し，濃度の計算ができる． 
 

10 機器分析につてのガイダンス（コア） 
以下に挙げた 4 テーマの実験の進め方がわかる．使用す

る機器についての注意事項を理解できる． 
 

11 
各種滴定及び原子吸光法による水質分析（コ

ア） 

・器具や機器を的確に扱うことができる． 

・得られた結果から求める答（濃度，イオンの同定，相関

関係など）を導くことができる 

 

12 ミョウバンの合成とその組成決定  

13 ペーパークロマトグラフィとイオン交換  

14 ｐH 計を用いた中和滴定曲線と指示薬の関係  

 期末試験  

15 実験予備日 不足して実験データを補い，レポート作成できる．  

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 化学演習（ Exercises on Chemistry ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 物質環境工学科  履修 1 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】   伊藤穂高 （内線，6475  E-mail: itou   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

学習到達目標：第１学年で履修した一般化学の理解（相対質量・同位体・モルの概念など）を徹底させ

るため演習問題を多く取り入れて授業を進める。さらに化学反応式を用いた化学量論的な計算ができ

る力を養うことを目標とする。 

 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
 B 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 化学Ⅰ・Ⅱの考え方解き方（文英堂） 

補助教材等   

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 20      100 

知識の基本的な理解 80 20      100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

授業は毎回演習形式とし、授業の最後には授業内容に関する理解度を調べる小テストを行います。小テストはその日の

授業内容または前回の授業内容に関する範囲で行うので授業に関する予習・復習を必ず行うようにしてください。 

また授業に集中し、疑問点を授業中に解決するようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
1 原子の構造（コア） 

 原子の相対質量・同位体（コア） 
原子の構造や相対質量・同位体について説明できる  

2 
2 モルの概念 

モルと質量・気体の体積（コア） 
モルの概念が説明できる  

3 原子数・分子数とモル（コア） モル数などから原子数・分子数を計算できる  

4 水和水に関する計算 水和した分子のモル計算ができる  

5 アボガドロ定数の測定（コア） アボガドロ数を導きだせる  

6 
3 気体の分子量（コア） 

気体の密度と分子量（コア） 
気体の密度から分子量を導きだせる  

7 混合気体の平均分子量 混合気体のモル比から平均分子量を計算できる  

8 中間試験  

9 
4 溶液の濃度（コア） 

質量％濃度とモル濃度の変換（コア） 
濃度の変換ができる  

10 混合溶液の濃度 混合溶液の濃度を計算できる  

11 水和水をもつ物質の濃度 水和水をもつ物質の濃度を計算できる  

12 
5 化学反応式 

化学反応式の係数の求め方（コア） 
未定係数法により化学反応式の係数を求められる  

13 
6 化学反応式による計算 

化学反応式を用いた質量計算（コア） 
化学反応式の係数を用いて質量計算ができる  

14 過不足のある場合の量的計算（コア） 
完全に反応する物質量から生成量を計算できる 

 
 

 期末試験  

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 基礎有機化学演習（Exercises on Basic Organic Chemistry） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 基礎有機化学演習  履修 1 単位 必修 
後期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 松永 智子 （内線 6463，E-mail: smatsu）   

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 

有機化学は化学を学ぶ者にとって重要な基礎学問の一つである。この有機化学の基礎的な知識習得を

目的に，演習問題中心に学び、有機分子の結合様式、命名法、および特徴的な構造と簡単な基礎反応

を理解し説明できることを目的としている。このことから、授業に先立ち1年で学んだ化学Ⅰ・Ⅱを

再度予習してほしい。高学年で学ぶより専門的な有機化学分野における諸問題を解ける基礎知識を身

に付けることが到達レベルである。 

 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
 (B) 専門技術に関する基礎知識を持った技術者

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
有機化学演習（増補改訂版） 駿台文庫 

 

補助教材等 
 高専の化学、プリント、その他，大講義室 

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 70 20 0 0 0 10 0 100 

知識の基本的な理解 50       50 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)  20    10  30 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本講義の内容は有機化学という化学の専門分野のひとつについて基礎を学ぶ機会を提供する。講義レベルは一般高校に

て学ぶ必須範囲を対象としている。このため、これまで学んできた化学Ⅰ・Ⅱの知識を生かす必要があるので予習を充分に行

ってほしい。物質工学科の専門分野として有機化学の出発点になる教科であり、より上学年の専門的な有機化学の講義を学

び、それらの課題を解くために必要となる基礎知識を身に付ける教科である。化合物の名称など覚えなければならな

いことは多いが、そのことを身に付ける努力をしてほしい。 

・自学自習による復習の成果を「小テスト」にて評価し，それを態度志向性(主体性，自己管理)として評価する. 

・科目全体の学習の反省や分析を簡易ポートフォリオにより態度志向性(主体性と自己管理)として評価する. 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 
自己点

検 

1 ガイダンスと有機化学の概念 基礎有機化学演習で学ぶ内容を理解する  

2 有機化合物の特徴 一般的な性質と分類を理解する  

3 有機化合物の構造(コア) 結合様式と混成軌道の概念を理解する  

4 有機化合物の命名法(コア) 慣用名と IUPAC命名法を理解する  

5 官能基と異性体(コア) 官能基と異性体について理解する  

6 脂肪族化合物の特徴と反応  基礎的な脂肪族の構造・性質を理解する  

7 

アルコールとエ－テル類の特徴と反応①

(コア) 

アルコールとエーテル類の特徴と反応を理解する 

 

 

8 中間試験  

9 

試験返却・解答解説等（1h） 

アルコールとエ－テル類の特徴と反応②

(コア) 

試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

アルコールとエーテル類の特徴と反応を理解する 

 

 

10 カルボニル化合物の特徴と反応(コア) カルボニル化合物の特徴を理解する  

11 カルボニル酸の特徴と反応(コア) カルボニル酸の特徴を理解する  

12 エステルの特徴と反応(コア) エステルの特徴を理解する。  

13 芳香族化合物の構造と特徴(コア) ベンゼンの構造・性質を理解する  

14 芳香族化合物の反応 芳香族化合物の合成反応を理解する  

 期末試験  

15 試験返却・解答解説等 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 講 義 時 間 数 30 時間 



 



教 科 名 基礎 PBL 実験 （Basic Laboratory for PBL） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 物質環境工学科 
物質環境 

コース 
履修 2 単位 必修 

前期 

4 時間/週 

60 

時間 

担 当 教 員 
【常勤】鹿野 弘二 （内線 6461，E-mail: shikano），伊藤 穂高 （6475，itoh） , 

      宇月原 貴光（6464，utsuki），寿 雅史（6466，E-mail: kotobuki），田中 孝 （6475，tanaka） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

化学および物質工学に対する動機づけ，自発性，発想力，自己学習能力およびプレゼンテーション能力を

養う．学生に，調査 → 計画 → 実施（実験）→ まとめおよび発表 → 評価の過程を辿らせることによっ

て，学生の自発性・チャレンジ精神を養う．このような一連のプロセスの中で学生が自主的に行動することを

重視し，ひとまとまりの作業をするとはどういうことなのかを，学生が身をもって体験することができる． 

学校教育目標 A，B，E，F 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
特になし．  

 

補助教材等 
自製プリント，各自で調査した資料  

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   30 40   30 100 

知識の基本的な理解   10     10 

思考・推論・創造への適用力   10    10 20 

汎用的技能    40    40 

態度・志向性(人間力)       10 10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
  10    10 20 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・自然界や身の回りの様々な現象・事柄の中で，材料，生物，環境，一般化学的なものなど下記の大まかな分野の中から学

生自身が興味・関心あるテーマを考え，調査・研究・実験などを行い，結果をまとめて発表する．何事にも興味をもって積極的

に参加し，創意工夫の態度で臨んでもらいたい．試行錯誤の末にゴールにたどり着く喜びを経験してもらいたい．教員はその

ための最大限の援助をする． 

・口頭発表は汎用的技能（コミュニケーションスキル）として評価します． 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス（テーマの概要説明など） 

 
科目の目的と各分野・テーマの背景が理解できる．  

2 
テーマ決定．ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等による調査のガイダ

ンス．CAD 演習室の使用法説明． 

インターネット等による調査の仕方が理解できる．情報関

係の演習室の使用方法が理解できる． 
 

3 

調査（図書館・インターネットなど）(8.0h) インターネットや図書館を利用した調査ができる．  

4 

5 アイデア報告会の実施 解りやすい説明の仕方を身につけることができる．  

6 調査・計画立案の修正 実験計画の見直・修正ができる．  

7 最終計画書の作成・提出（コア） 実験計画を立てることができる．  

8 中間試験  

9 

実験等の実施(16.0h) 
自発的に実験等を進めることができる．問題の解決能力

を身につけることができる． 
 

10 

11 

12 

13 発表会用パワーポイント作り 
発表内容をどのようにまとめるかがわかる．パワーポイント

によるプレゼンテーションの仕方がわかる． 
 

14 最終報告会（コア） 解りやすい説明の仕方を身につけることができる．  

 期末試験  

15 最終報告書の作成・提出（コア） 発表した内容をレポートしてまとめることができる．  

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 生物工学入門（Introduction to Bioengineering） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 物質環境工学科  履修 1 単位 必修 
後期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 小原 寿幸 （内線 6467，E-mail: obara@hakodate-ct.ac.jp）   

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

微生物を利用したバイオテクノロジーは、生物工学の中でも、発酵技術からニューバイオ、環境保全にい

たるまで極めて重要な最も基礎的な部分である。本講義では、これら微生物バイオテクノロジーに対する基

礎的な知識を得ることを目標とする。微生物バイオテクノロジーがこれまで、主に、食料生産・医薬品・環境

保全に大きな役割を与えてきたことを理解する。また、微生物バイオテクノロジーが地球環境に与える影響

し、それを通じて、技術者としての社会的責任を理解し、説明できるようになることも目標である。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 浜本哲郎・浜本牧子著「Q&A で学ぶやさしい微生物学」（講談社サイエンティフィック） 

補助教材等  随時配布するプリント 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 0 0 0 0 0 20 100 

知識の基本的な理解 60       60 

思考・推論・創造への適用力 20      20 40 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 極めて広範囲で学習すべき事項が多いが、出来るだけ焦点を絞って講義するので、良く授業を聞き、ノートをきちん

ととること。遺伝子を利用したバイオテクノロジーの進歩は目覚ましく、21世紀を支える最も重要なテクノロジーと

も言われている。新聞等のバイオ関係の記事には良く目を通しておくこと。また、4年生からの「バイオ環境コース」

のガイダンス的要素も含むので、興味をもって学習してもらいたい。 

・先端的な内容のビデオを鑑賞し、感想文の内容を成績評価に加えるので、居眠りはしないこと。真剣に取り組んで

 もらいたい。 

・関連する科目： 生化学などバイオ関係の全ての科目 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 
自己点

検 

1 
ガイダンスと微生物バイオテクノロジー

の発展について 

微生物学の歴史と発展について理解できる。生命工学

における微生物ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰの重要性を説明できる。 
 

2 
バイオテクノロジーの先端的な内容のビ

デオ鑑賞（1） 

現在、最先端の「遺伝子暗号の仕組み」のビデオ鑑賞

を通じてバイオテクノロジーへの興味を深める。 
 

3 微生物の種類と細胞構造（１）（2h,コア）
微生物の定義、微生物の命名法、微生物の形について

理解できる。 
 

4 微生物の種類と細胞構造（２）（2h,コア）
細菌の細胞構造（原核細胞）とその種類について説明

できる。 
 

5 微生物の種類と細胞構造（３）（2h,コア）
酵母・カビの細胞構造（真核細胞）とその種類につい

て説明できる。 
 

6 

 
 
微生物の増殖と代謝（4h,コア） 

 

微生物のエネルギーの利用の仕方、エネルギー代謝と

物質代謝の共役、微生物の増殖と代謝の意味が理解で

きる。 

 

7  

8 中間試験  

9 

試験返却・解答解説等（1h） 

バイオテクノロジーの先端的な内容のビ

デオ鑑賞（2） 

試験問題を通じて間違った箇所を理解できる。現在、

最先端の「遺伝子治療」のビデオ鑑賞を通じてバイオ

テクノロジーへの興味を深める。 

 

10 微生物実験の概要 
バイオ環境コースの最も基礎的な実験技術となる 

微生物取り扱い技術の基本について理解できる。 
 

11 病気と微生物（2h,コア） 
動物や植物に病気を引き起こす微生物にはどのよう

なものがあるか、理解できる。 
 

12 利用される微生物（１）（2h,コア） 
微生物を利用した発酵食品の生産とそれに関わる微

生物の種類について理解できる。 
 

13 利用される微生物（２）（2h,コア） 
微生物を利用した抗生物質の生産とそれに関わる微

生物の種類について理解できる。 
 

14 環境と微生物（2h,コア） 

微生物の生育に及ぼす環境因子について説明できる。

地球環境保護に果たす微生物の役割について説明でき

る。 

 

 期末試験  

15 試験返却・解答解説等 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 講 義 時 間 数 30 時間 



 



教 科 名 材料工学入門（Introduction of Materials Engineering） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第２学年 物質環境工学科 
物質環境 

コース 
 1 単位 必修 

前期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】小林 淳哉    （内線，6468   E-mail:kobayasi   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

現代社会の発展は、目的に応じた材料の開発とともになされているといえる。この講義では、産業を支

える代表的な無機材料、有機材料、金属材料について、その製法、用途、機能の理解を通して、これ

からの社会における材料開発と自然環境との関係を理解し、技術者としての社会的責任を自覚するこ

とが重要である。すなわち、これまで学んだ化学の知識を、物質環境工学が関連する具体的な課題の

解決のために使うことができることがわかり、さらに自身の将来の研究上の夢を実現するために、現在・

将来にわたって必要とする専門の授業の関連や自己の到達度を理解できるようになる（LV２）ことが到

達レベルである。 

 

学校教育目標 Ｂ 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
初めて学ぶ「基礎材料学」(宮本武明監修 日刊工業) 

 

補助教材等 
自作プリント 

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 90     10  100 

知識の基本的な理解 70       70 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)      10  10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

ポートフォリオとは、「自分が備えた無機化学の知識の理解を他の人にも説明する」ためのものです。 

たとえば、会社の面接で「私は無機化学の知識をここまで理解し△△に活用できるから、○○社にふさ

わしい人材だと自己評価できます」など相手を納得させられるものにすることも重要です。このためにこ

の学校で蓄積されていく知識をまとめるものです。作成にあたっては、自分の知識を他の人が見ても納

得してくれるような証拠をつけることも大切です。このための事前調査やその取りまとめ、自学の整理な

どを行うことも必要です。このため、ポートフォリオでは「技術者として将来にわたって学習することの意

義の理解」や、「自身のなりたい姿へのデザイン（キャリアデザイン）を考えることができる態度志向性の

能力」として評価します。 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
1 ガイダンス（0.5 時間） 

1 材料とは何か（1.5 時間 コア） 

 

金属材料、セラミックス材料、有機材料の特徴を理解し、

目的の用途に応じた選択ができる。 

 

2 
2 無機材料（6 時間 コア） 

(1)セラミックス 

(2)リサイクルを意識した無機材料開発 

(3)先端材料としての光ファイバ 

セラミックスとは何かを理解している。身の回りのセラミック

ス製品を指摘でき古代の陶磁器作成から現代のファイン

セラミックス作成までの変遷について、材料合成に必要な

エネルギーの変遷から説明でき、環境負荷の少ない材料

開発が望まれる背景を説明できる。 

リサイクルを意識した材料開発が必要であり、さらにリサイ

クルによる省資源への影響としてのLCA（ライフサイクルア

セスメント）の基本的計算ができる。 

屈折率から臨界角が計算でき、光ファイバの原理が説明

できる。また、ファイバ内での光の吸収をランバートベール

の法則から計算できる。 

 

3 

4 

5 3 有機材料（6 時間 コア） 

(1)汎用高分子材料 

(2)生分解高分子 

汎用高分子（プラスチック）の性質と用途、構造について

理解し、目的の用途に応じた選択ができる。 

バイオマス資源としての生分解プラスチックの構造、用

途、地球環境負荷低減への効果、現状の課題について

理解し、今後の研究の方向性を認識できる。  6 

7 

8 中間試験  

9 答案返却と回答、ポートフォリオ作成 
間違った個所を理解し、現状の理解をポートフォリにまと

め、客観的な自己評価ができる。 
 

10 

金属材料(4 時間 コア) 

代表的な金属材料としての合金について、その用途と性

質を理解している。また金属のリサイクルに関して無機化

学の知識を活用できる。 

 

11 

12 
5 今日の社会が求める材料・技術の理解

(6 時間 コア) 

(1)蛍光材料 

(2)新しい電池の開発 

(3)放射性物質とその影響・除染技術 

蛍光体、エレクトロルミネッセンス、フォトルミネッセンスの

励起に必要なエネルギーを計算でき、これらの材料がも

たらす効果を説明できる。 

リチウムイオン電池、燃料電池についてその原理や用途、

それがもたらす社会的な影響について説明でき、材料開

発に携わる研究者としての使命を理解している。 

放射性物質の人体や環境への影響についての基本を理

解し、技術の理解にはリスクコミュニケーションが必要性で

あることを認識できる。 

 13 

14 

 期末試験  

15 答案返却と回答、ポートフォリオ作成 
間違った個所を理解し、現状の理解をポートフォリにまと

め、客観的な自己評価ができる。 
 

総 講 義 時 間 数 ３０時間 

 


